
「
権
力
が
何
を
隠
す
か
意
識
し
続
け
よ
」

西
山
太
吉
氏
講
演

ゆ

「やり残したことはない」と笑いながら語った西山太吉さん
（中央）。（撮影／猪股修平）

猪
股
修
平
・
東
海
大
学

新
崎
盛
吾
・
元
新
聞
労
連
委
員
長
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反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
足
跡
を
た
ど
る
旅

「
日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」体
験
記  

―
―
筑
豊
・
水
俣

写真上／麻生吉隈炭鉱の共同
墓地があったとされる公園（猪股
修平撮影以外の写真撮影／河
合遼）。
中／熊本県荒尾市の三池炭鉱
万田坑は明治日本の産業革命
遺産の一つ。
下／水俣湾。廃水が流れ込み
魚介類が汚染された。

福岡県飯塚市にある広大な麻生
家の邸宅の門。

朝
鮮
人
が
強
制
労
働
に
従
事
し
た

負
の
歴
史

経
済
発
展
を
優
先
す
る
国
と
企
業
の
不
作
為

２
０
１
７
年
秋
の
初
開
催
以
来
、５
回
目
を
迎
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指
す
日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

参
加
学
生
ら
が
感
想
を
綴
っ
た
。
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指
す
日
本
と

韓
国
の
大
学
生
が
交
流
を
通
じ
て
互
い

の
国
を
知
る「
日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

ｉ
ｎ
九
州
が
１
月
29
日
〜
２
月
２
日
に

開
か
れ
、
日
韓
の
学
生
と
実
行
委
員
ら

約
30
人
が
福
岡
と
熊
本
を
訪
れ
た
。

　
新
聞
記
者
と
Ｏ
Ｂ
有
志
が
新
聞
労
連

や
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
（
Ｊ
Ｃ

Ｊ
）
と
共
催
す
る
企
画
は
、
毎
年
日
本

と
韓
国
を
相
互
訪
問
。
日
本
で
は
２
０

１
８
年
８
月
の
広
島
、
昨
年
２
月
の
沖

縄
に
続
い
て
３
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
。
今
回
は
「
反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
」
と
題
し
、
国

内
最
大
の
産
炭
地
と
し
て
日
本
の
近
代

化
を
支
え
た
福
岡
・
筑
豊
と
、
四
大
公

害
病
の
一
つ
「
水
俣
病
」
で
有
名
な
熊

本
・
水
俣
を
バ
ス
で
巡
っ
た
。

　
石
炭
産
業
の
繁
栄
の
影
に
は
、
麻
生

太
郎
副
総
理
財
務
相
に
つ
な
が
る
財
閥

住
の
元
毎
日
新
聞
記
者
西
山
太
吉
さ
ん

（
88
歳
）
は
、
記
者
と
し
て
の
気
概
を

熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　

今
回
も
、
毎
日
新
聞
、
共
同
通
信
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
中
国
新
聞
、
千
葉
日
報
な
ど

で
４
月
か
ら
記
者
と
し
て
働
く
学
生
７

人
が
記
事
を
執
筆
し
た
。
ま
た
韓
国
の

参
加
者
を
代
表
し
て
記
事
を
寄
せ
た

に
よ
る
搾
取
や
、
多
く
の
朝
鮮
人
が
炭

鉱
労
働
者
と
し
て
強
制
労
働
に
従
事
し

た
負
の
歴
史
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
有
機

水
銀
中
毒
で
多
く
の
人
々
の
命
と
健
康

を
脅
か
し
た
公
害
の
背
景
に
は
、
経
済

発
展
を
優
先
す
る
国
と
企
業
の
不
作
為

が
浮
か
び
上
が
る
。

　
炭
鉱
労
働
の
実
態
を
取
材
し
た
上
野

英
信
（
１
９
２
３
〜
87
年
）
や
林
え
い

だ
い
（
１
９
３
３
〜
２
０
１
７
年
）、

水
俣
病
の
語
り
部
だ
っ
た
石
牟
礼
道
子

（
１
９
２
７
〜
２
０
１
８
年
）
ら
、
反

権
力
の
立
場
で
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た

記
録
者
の
視
点
に
も
触
れ
た
。
取
材
行

為
を
理
由
に
記
者
が
逮
捕
さ
れ
た
「
西

山
事
件
」
の
当
事
者
で
、
北
九
州
市
在

権ク
オ
ン

大デ

鈺オ
ク

（
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校
）

は
、
帰
国
後
に
徴
兵
の
た
め
、
約
２
年

の
軍
隊
生
活
に
入
っ
た
。
深
夜
ま
で
酒

を
酌
み
交
わ
し
て
親
交
を
深
め
た
日
本

人
学
生
に
と
っ
て
、
今
も
南
北
分
断
が

続
く
朝
鮮
半
島
の
現
実
を
直
視
す
る
機

会
に
も
な
っ
た
は
ず
だ
。



「
権
力
が
何
を
隠
す
か
意
識
し
続
け
よ
」

西
山
太
吉
氏
講
演

ゆ

「やり残したことはない」と笑いながら語った西山太吉さん
（中央）。（撮影／猪股修平）

猪
股
修
平
・
東
海
大
学

新
崎
盛
吾
・
元
新
聞
労
連
委
員
長
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反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
足
跡
を
た
ど
る
旅

「
日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」体
験
記  

―
―
筑
豊
・
水
俣

写真上／麻生吉隈炭鉱の共同
墓地があったとされる公園（猪股
修平撮影以外の写真撮影／河
合遼）。
中／熊本県荒尾市の三池炭鉱
万田坑は明治日本の産業革命
遺産の一つ。
下／水俣湾。廃水が流れ込み
魚介類が汚染された。

福岡県飯塚市にある広大な麻生
家の邸宅の門。

朝
鮮
人
が
強
制
労
働
に
従
事
し
た

負
の
歴
史

経
済
発
展
を
優
先
す
る
国
と
企
業
の
不
作
為

２
０
１
７
年
秋
の
初
開
催
以
来
、５
回
目
を
迎
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指
す
日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

参
加
学
生
ら
が
感
想
を
綴
っ
た
。
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指
す
日
本
と

韓
国
の
大
学
生
が
交
流
を
通
じ
て
互
い

の
国
を
知
る「
日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

ｉ
ｎ
九
州
が
１
月
29
日
〜
２
月
２
日
に

開
か
れ
、
日
韓
の
学
生
と
実
行
委
員
ら

約
30
人
が
福
岡
と
熊
本
を
訪
れ
た
。

　
新
聞
記
者
と
Ｏ
Ｂ
有
志
が
新
聞
労
連

や
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
（
Ｊ
Ｃ

Ｊ
）
と
共
催
す
る
企
画
は
、
毎
年
日
本

と
韓
国
を
相
互
訪
問
。
日
本
で
は
２
０

１
８
年
８
月
の
広
島
、
昨
年
２
月
の
沖

縄
に
続
い
て
３
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
。
今
回
は
「
反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
」
と
題
し
、
国

内
最
大
の
産
炭
地
と
し
て
日
本
の
近
代

化
を
支
え
た
福
岡
・
筑
豊
と
、
四
大
公

害
病
の
一
つ
「
水
俣
病
」
で
有
名
な
熊

本
・
水
俣
を
バ
ス
で
巡
っ
た
。

　
石
炭
産
業
の
繁
栄
の
影
に
は
、
麻
生

太
郎
副
総
理
財
務
相
に
つ
な
が
る
財
閥

住
の
元
毎
日
新
聞
記
者
西
山
太
吉
さ
ん

（
88
歳
）
は
、
記
者
と
し
て
の
気
概
を

熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　

今
回
も
、
毎
日
新
聞
、
共
同
通
信
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
中
国
新
聞
、
千
葉
日
報
な
ど

で
４
月
か
ら
記
者
と
し
て
働
く
学
生
７

人
が
記
事
を
執
筆
し
た
。
ま
た
韓
国
の

参
加
者
を
代
表
し
て
記
事
を
寄
せ
た

に
よ
る
搾
取
や
、
多
く
の
朝
鮮
人
が
炭

鉱
労
働
者
と
し
て
強
制
労
働
に
従
事
し

た
負
の
歴
史
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
有
機

水
銀
中
毒
で
多
く
の
人
々
の
命
と
健
康

を
脅
か
し
た
公
害
の
背
景
に
は
、
経
済

発
展
を
優
先
す
る
国
と
企
業
の
不
作
為

が
浮
か
び
上
が
る
。

　
炭
鉱
労
働
の
実
態
を
取
材
し
た
上
野

英
信
（
１
９
２
３
〜
87
年
）
や
林
え
い

だ
い
（
１
９
３
３
〜
２
０
１
７
年
）、

水
俣
病
の
語
り
部
だ
っ
た
石
牟
礼
道
子

（
１
９
２
７
〜
２
０
１
８
年
）
ら
、
反

権
力
の
立
場
で
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た

記
録
者
の
視
点
に
も
触
れ
た
。
取
材
行

為
を
理
由
に
記
者
が
逮
捕
さ
れ
た
「
西

山
事
件
」
の
当
事
者
で
、
北
九
州
市
在

権ク
オ
ン

大デ

鈺オ
ク

（
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校
）

は
、
帰
国
後
に
徴
兵
の
た
め
、
約
２
年

の
軍
隊
生
活
に
入
っ
た
。
深
夜
ま
で
酒

を
酌
み
交
わ
し
て
親
交
を
深
め
た
日
本

人
学
生
に
と
っ
て
、
今
も
南
北
分
断
が

続
く
朝
鮮
半
島
の
現
実
を
直
視
す
る
機

会
に
も
な
っ
た
は
ず
だ
。

レ
ビ
ド
ラ
マ
も
放
映
さ
れ
た
。　

　
２
０
０
０
年
に
密
約
の
存
在
を
裏
付

け
る
米
公
文
書
が
明
ら
か
に
な
り
、
06

年
に
は
元
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
の
吉

野
文ぶ

ん

六ろ
く

氏
が
密
約
を
認
め
た
が
、
最
高

裁
は
14
年
に
文
書
の
開
示
を
認
め
な
い

判
決
を
出
し
た
。

「
佐
藤
栄
作
内
閣
が
自
ら
の
業
績
の
た

め
に
密
約
を
結
び
、
日
本
の
国
家
体
制

や
安
全
保
障
の
形
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
西
山
さ
ん
。
イ
ラ
ク
戦
争
の
時

に
も
、
英
米
が
自
国
の
責
任
を
明
ら
か

に
す
る
一
方
で
、
日
本
は
「
外
交
上
の

機
密
」
を
理
由
に
非
公
開
に
徹
し
た
と

指
摘
。「
日
本
は
戦
後
の
対
米
関
係
の
中

で
、
き
わ
め
て
精
巧
な
ご
ま
か
し
の
技

術
を
作
り
出
し
た
」
と
批
判
し
た
。

　
さ
ら
に
、メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
も「
政

府
の
情
報
統
制
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。

社
会
で
果
た
し
て
い
る
役
割
は
決
し
て

高
く
な
い
」
と
分
析
。
近
著
『
記
者
と

っ
く
り
と
、
だ
が
し
っ
か
り
と

し
た
足
取
り
で
伝
説
の
記
者
は

現
れ
た
。
元
毎
日
新
聞
記
者
の
西
山
太

吉
さ
ん
。
初
め
て
そ
の
名
前
を
知
っ
た

の
は
高
校
生
の
時
だ
。
現
代
社
会
の
教

科
書
に
は
「
機
密
漏ろ

う

洩え
い

事
件
」
と
し
て

「
西
山
事
件
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
当
事
者
を
目
の
前
に
し
て
、
思
わ

ず
メ
モ
を
取
る
手
が
震
え
た
。

「
民
主
主
義
の
大
前
提
に
あ
る
情
報
公

開
が
、
日
本
は
先
進
国
の
中
で
最
も
遅

れ
て
い
る
」。
自
ら
の
逮
捕
容
疑
と
な

っ
た
沖
縄
返
還
を
巡
る
日
米
間
の
密
約

を
例
に
、
西
山
さ
ん
は
冒
頭
か
ら
核
心

を
突
い
た
。

　
政
治
部
記
者
だ
っ
た
西
山
さ
ん
は
１

９
７
１
年
、
密
か
に
入
手
し
た
極
秘
電

信
文
を
基
に
、
米
軍
用
地
の
原
状
回
復

費
用
を
日
本
が
肩
代
わ
り
す
る
密
約
の

存
在
な
ど
を
ス
ク
ー
プ
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
電
信
文
を
リ
ー
ク
し
た
と
し
て
外

務
省
の
女
性
事
務
官
が
逮
捕
さ
れ
、
起

訴
状
に
西
山
さ
ん
と
の
男
女
関
係
が
記

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
世
間
の
関
心

は
密
約
問
題
か
ら
男
女
間
の
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
に
誘
導
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
西
山

さ
ん
は
執
行
猶
予
付
き
の
有
罪
判
決
が

確
定
。
事
件
は
、
山
崎
豊
子
氏
の
小
説

『
運
命
の
人
』
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
テ

国
家
』（
岩
波
書
店
、
19
年
）
で
も
、
特

定
秘
密
保
護
法
の
制
定
で
情
報
公
開
の

困
難
が
増
し
た
と
し
て
「
日
本
の
メ
デ

ィ
ア
が
壁
を
突
き
破
る
能
力
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
は
な
は
だ

疑
問
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
で
は
、
事
実
を
覆
う
壁
が
厚
く
な
っ

た
日
本
で
記
者
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
講
演
後
の
懇
親
会
で
西
山
さ
ん
に

尋
ね
て
み
た
。「
権
力
が
何
を
隠
す
か
を

自
分
自
身
で
意
識
し
続
け
、
分
析
す
る

努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
だ
」。
講
演
の

時
と
は
異
な
る
穏
や
か
な
声
で
諭
し
て

く
れ
た
。

　
こ
こ
で
ふ
と
気
に
な
っ
た
。
不
名
誉

な
判
決
で
ペ
ン
を
折
る
こ
と
に
な
り
、

記
者
人
生
に
悔
い
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
率
直
に
ぶ
つ
け
て
み
る
と
「
や
り

残
し
た
こ
と
は
な
い
。
特
ダ
ネ
は
取
れ

る
だ
け
取
っ
た
。
密
約
報
道
は
氷
山
の

一
角
だ
よ
」。
伝
説
の
記
者
は
淡
々
と

言
い
放
っ
て
ビ
ー
ル
を
あ
お
っ
た
。
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埋
も
れ
る
過
去
を
伝
え
継
ぐ
に
は

韓
国
人
徴
用
犠
牲
者
慰
霊
碑

日向墓地

高
橋
広
之
・
日
本
大
学

三井田川鉱業所跡地に建つ
「韓国人徴用犠牲者慰霊
碑」。

西
尾
真
奈
・
九
州
大
学

「
炭

曽
祖
父
が
働
い
て
い
た
炭
鉱
の
街

統一旗が並ぶ
朝鮮人労働者の眠る場所

筑
豊

河
合
遼
・
早
稲
田
大
学
大
学
院

筑豊富士とも呼ばれる「住友忠隈炭鉱」のボタ山。

朝鮮からつれてこられた労働者が眠る墓地。石ころと統一旗が目印。

バ 福
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ス
を
降
り
て
坂
道
を
上
る
と
、

一
見
ど
こ
に
で
も
あ
る
墓
地
の

風
景
が
広
が
っ
て
い
た
。
雑
然
と
並
ぶ

墓
石
の
脇
を
進
む
と
、
ひ
と
抱
え
ぐ
ら

い
の
苔
む
し
た
石
を
囲
む
よ
う
に
、
朝

鮮
半
島
の
統
一
旗
が
い
く
つ
も
並
べ
ら

れ
た
広
場
に
出
た
。
福
岡
県
添
田
町
の

「
日
向
墓
地
」。
戦
前
の
日
本
の
富
国
強

兵
を
支
え
た
名
も
な
き
朝
鮮
人
労
働
者

た
ち
が
眠
る
場
所
だ
。

　

筑
前
と
豊
前
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

「
筑
豊
」は
、福
岡
県
中
部
の
田
川
、飯
塚
、

直の
お

方が
た

の
３
市
が
中
心
の
地
域
で
、
明
治

時
代
か
ら
石
炭
産
業
で
栄
え
た
。
筑
豊

岡
県
飯
塚
市
内
を
バ
ス
で
走
る

と
、
Ｊ
Ｒ
飯
塚
駅
近
く
に
三
つ

の
小
高
い
三
角
形
の
山
が
見
え
て
く

る
。
木
々
に
覆
わ
れ
た
普
通
の
山
に
見

え
る
が
、
実
は
炭
鉱
か
ら
出
た
石
炭
以

外
の
石
や
岩
を
積
み
上
げ
て
で
き
た

「
ボ
タ
山
」
だ
。
標
高
は
約
１
４
０
メ

ー
ト
ル
。
そ
の
形
か
ら
地
元
で
は
「
筑

豊
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

  

私
の
曽
祖
父
は
、「
住
友
忠た

だ

隈く
ま

炭
鉱
」

で
石
炭
の
品
質
管
理
の
仕
事
を
し
て
い

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
の
は
、

曽
祖
父
が
働
い
て
い
た
炭
鉱
の
歴
史
を

知
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。
住
友
忠

隈
炭
鉱
は
１
８
９
４
年
に
住
友
財
閥
に

買
収
さ
れ
る
ま
で
、
麻
生
太
郎
財
務
相

最
大
の
三
井
田
川
鉱
業
所
の
跡
地
に
建

つ「
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
」に
は
、

落
盤
事
故
な
ど
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

だ
っ
た
当
時
の
過
酷
な
労
働
の
記
録
画

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
自
身
も
炭
鉱
労

働
者
と
し
て
働
き
、
墨
画
や
水
彩
画
と

短
い
文
章
で
当
時
の
様
子
を
記
録
し
た

山
本
作
兵
衛
の
作
品
群
は
、
２
０
１
１

年
に
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
労
働
者
の
中
に
は
、
植
民
地
だ
っ
た

朝
鮮
半
島
か
ら
働
き
口
を
求
め
て
や
っ

て
き
た
人
々
が
い
た
。
実
態
は
分
か
っ

て
い
な
い
が
、
強
制
的
に
連
れ
て
こ
ら

れ
た
人
も
多
か
っ
た
。
朝
鮮
人
は
落
盤

の
曽
祖
父
に
当
た
る
麻
生
太
吉
が
保
有

し
て
い
た
。
麻
生
家
は
炭
鉱
開
発
で
大

き
く
成
長
し
、
飯
塚
市
内
に
は
今
も
広

大
な
邸
宅
が
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

　
筑
豊
の
炭
鉱
産
業
は
明
治
時
代
か
ら

日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
、
日

本
一
の
石
炭
産
出
量
を
誇
っ
て
い
た
。

最
盛
期
だ
っ
た
１
９
５
０
年
代
に
は
２

６
５
の
炭
鉱
が
あ
り
、
全
国
の
石
炭
の

約
３
割
を
産
出
し
て
い
た
と
い
う
。
そ

の
後
は
60
年
代
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
石
油

に
転
換
す
る
中
で
次
々
と
閉
山
し
、
76

年
に
は
す
べ
て
が
操
業
を
停
止
し
た
。

　
福
岡
県
桂け

い

川せ
ん

町ま
ち

で
、
住
宅
街
の
中
に

あ
る
公
園
を
訪
れ
た
。
映
像
作
家
の
西

嶋
真
司
（
62
歳
）
さ
ん
に
よ
る
と
、
麻

の
危
険
が
高
い
採
掘
な
ど
、
日
本
人
よ

り
も
危
険
な
作
業
に
従
事
し
、
番
号
が

縫
い
付
け
ら
れ
た
服
を
着
せ
ら
れ
、
地

域
で
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
監
視
す
る
態

勢
も
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
彼
ら
は
炭
鉱
に
向
か
う
道
を
、
朝
鮮

半
島
の
代
表
的
な
民
謡
に
ち
な
ん
で

「
ア
リ
ラ
ン
峠
」
と
呼
ん
だ
。
今
回
の

案
内
役
だ
っ
た
西
嶋
真
司
さ
ん
が
制
作

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
抗
い

記
録
作
家　

林
え
い
だ
い
』
の
中
で
、

林
さ
ん
は
「
筑
豊
に
は
地
図
に
な
い
ア

リ
ラ
ン
峠
が
28
か
所
あ
っ
た
」
と
証
言

す
る
。
西
嶋
さ
ん
は
、
か
つ
て
朝
鮮
人

生
家
が
開
発
し
た
「
麻
生
吉よ

し

隈く
ま

炭
鉱
」

の
共
同
墓
地
が
あ
っ
た
場
所
だ
と
い

う
。
周
囲
に
は
、
墓
地
だ
っ
た
歴
史
を

う
か
が
わ
せ
る
慰
霊
碑
な
ど
は
残
っ
て

い
な
い
。

　
筑
豊
を
拠
点
に
、
負
の
歴
史
を
追
い

続
け
た
記
録
作
家
の
林
え
い
だ
い
さ
ん

は
、
近
く
に
あ
っ
た
朝
鮮
人
寮
の
賄
い

婦
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
炭
鉱
事
故

な
ど
で
亡
く
な
っ
た
身
寄
り
や
引
き
取

り
手
の
な
い
多
く
の
朝
鮮
人
が
埋
葬
さ

れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

飯
塚
市
に
住
む
70
代
の
大
叔
母
も
、

炭
鉱
が
あ
っ
た
こ
ろ
に
多
く
の
朝
鮮
人

が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。

炭
鉱
の
実
情
や
朝
鮮
人
が
働
い
て
い
た

歴
史
は
、
し
っ
か
り
記
録
し
て
お
か
な

け
れ
ば
消
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
春
か
ら
記
者
と
し
て
働
く
私
は
、

埋
も
れ
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
記
録

す
る
こ
と
の
意
義
を
胸
に
刻
ん
だ
。

聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
山
本
さ
ん
は
、
炭

鉱
遺
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
朝

鮮
半
島
か
ら
訪
れ
る
墓
参
団
の
受
け
入

れ
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
朝
鮮
人
労
働

者
の
歴
史
を
刻
む
石
碑
を
建
て
る
計
画

も
あ
る
が
、
強
制
労
働
な
ど
の
「
負
の

歴
史
」
が
表
に
出
る
こ
と
を
嫌
う
政
治

家
の
反
対
や
日
韓
関
係
の
悪
化
で
暗
礁

に
乗
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
。

労
働
者
た
ち
が
住
ん
で
い
た
バ
ラ
ッ
ク

小
屋
跡
と
、
ア
リ
ラ
ン
峠
の
一
つ
を
案

内
し
て
く
れ
た
。あ
い
に
く
の
雨
の
中
、

竹
や
ぶ
を
か
き
分
け
て
ぬ
か
る
ん
だ
道

を
進
む
の
に
は
苦
労
し
た
が
、
朝
鮮
人

労
働
者
た
ち
の
望
郷
の
思
い
を
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
日
向
墓
地
に
眠
る
朝
鮮
人
は
、
墓
標

が
わ
ず
か
に
散
在
す
る
だ
け
で
名
前
や

戸
籍
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
。

朝
鮮
半
島
か
ら
訪
れ
た
墓
参
団
が
残
し

て
い
っ
た
統
一
旗
だ
け
が
、
そ
の
歴
史

を
何
と
か
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
感

じ
た
。

　
墓
地
を
案
内
し
て
く
れ
た
イ
ベ
ン
ト

会
社
「
共
同
ポ
ケ
ッ
ト
」
代
表
の
山
本

剛
司
さ
ん
（
38
歳
）
の
祖
父
は
炭
鉱
で

働
い
て
い
た
。
朝
鮮
人
労
働
者
の
話
を

　

歴
史
に
は
輝
か
し
い
発
展
も
あ
れ

ば
、
悲
し
い
過
去
も
あ
る
は
ず
だ
。
歴

史
を
偽
っ
て
過
去
の
栄
光
だ
け
を
語
り

継
ぐ
の
で
は
な
く
、
現
実
を
直
視
す
る

こ
と
こ
そ
が
、
未
来
の
た
め
に
必
要
な

姿
勢
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
代
に
翻

弄
さ
れ
た
朝
鮮
人
労
働
者
に
、
今
も
安

ら
か
な
眠
り
は
訪
れ
て
い
な
い
。
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埋
も
れ
る
過
去
を
伝
え
継
ぐ
に
は

韓
国
人
徴
用
犠
牲
者
慰
霊
碑

日向墓地

高
橋
広
之
・
日
本
大
学

三井田川鉱業所跡地に建つ
「韓国人徴用犠牲者慰霊
碑」。

西
尾
真
奈
・
九
州
大
学

「
炭

曽
祖
父
が
働
い
て
い
た
炭
鉱
の
街

統一旗が並ぶ
朝鮮人労働者の眠る場所

筑
豊

河
合
遼
・
早
稲
田
大
学
大
学
院

筑豊富士とも呼ばれる「住友忠隈炭鉱」のボタ山。

朝鮮からつれてこられた労働者が眠る墓地。石ころと統一旗が目印。

バ 福
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ス
を
降
り
て
坂
道
を
上
る
と
、

一
見
ど
こ
に
で
も
あ
る
墓
地
の

風
景
が
広
が
っ
て
い
た
。
雑
然
と
並
ぶ

墓
石
の
脇
を
進
む
と
、
ひ
と
抱
え
ぐ
ら

い
の
苔
む
し
た
石
を
囲
む
よ
う
に
、
朝

鮮
半
島
の
統
一
旗
が
い
く
つ
も
並
べ
ら

れ
た
広
場
に
出
た
。
福
岡
県
添
田
町
の

「
日
向
墓
地
」。
戦
前
の
日
本
の
富
国
強

兵
を
支
え
た
名
も
な
き
朝
鮮
人
労
働
者

た
ち
が
眠
る
場
所
だ
。

　

筑
前
と
豊
前
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

「
筑
豊
」は
、福
岡
県
中
部
の
田
川
、飯
塚
、

直の
お

方が
た

の
３
市
が
中
心
の
地
域
で
、
明
治

時
代
か
ら
石
炭
産
業
で
栄
え
た
。
筑
豊

坑
節
」
に
歌
わ
れ
た
福
岡

県
田
川
市
の
三
井
田
川
鉱

業
所
跡
地
の
高
台
に
、「
韓
国
人
徴
用
犠

牲
者
慰
霊
碑
」
は
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て

い
た
。

「
涙
が
出
そ
う
に
な
る
か
ら
、
話
せ
な

い
」。
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
碑
文
を

食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た
韓
国

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校
の
李イ

偰ソ
ル

嘏ハ

さ
ん

（
24
歳
）に
感
想
を
尋
ね
る
と
、
こ
ん
な

言
葉
が
返
っ
て
き
た
。
周
囲
で
談
笑
し

な
が
ら
写
真
を
撮
っ
て
い
る
日
本
人
学

生
と
は
対
照
的
な
様
子
だ
。

「
日
本
語
で
は
言
い
表
せ
な
い
け
れ

ど
、
悲
し
い
は
通
り
越
し
て
い
る
よ

ね
」。
通
訳
と
し
て
同
行
し
た
在
日
コ

リ
ア
ン
２
世
で
、
北
九
州
市
に
暮
ら
す

金キ
ム

文ム
ン

玉オ
ク

さ
ん
（
64
歳
）
が
、
心
情
を
代

弁
し
た
。「
本
当
は
碑
を
見
た
く
も
な
い

し
、
思
い
出
し
た
く
も
な
い
。
痛
い
と

こ
ろ
を
何
度
も
え
ぐ
ら
れ
て
、
か
さ
ぶ

最
大
の
三
井
田
川
鉱
業
所
の
跡
地
に
建

つ「
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
」に
は
、

落
盤
事
故
な
ど
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

だ
っ
た
当
時
の
過
酷
な
労
働
の
記
録
画

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
自
身
も
炭
鉱
労

働
者
と
し
て
働
き
、
墨
画
や
水
彩
画
と

短
い
文
章
で
当
時
の
様
子
を
記
録
し
た

山
本
作
兵
衛
の
作
品
群
は
、
２
０
１
１

年
に
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
労
働
者
の
中
に
は
、
植
民
地
だ
っ
た

朝
鮮
半
島
か
ら
働
き
口
を
求
め
て
や
っ

て
き
た
人
々
が
い
た
。
実
態
は
分
か
っ

て
い
な
い
が
、
強
制
的
に
連
れ
て
こ
ら

れ
た
人
も
多
か
っ
た
。
朝
鮮
人
は
落
盤

た
を
は
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ

か
ら
」。
そ
れ
で
も
碑
が
あ
る
こ
と
で
、

歴
史
が
記
憶
さ
れ
続
け
て
い
く
こ
と
に

は
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
日
本
の
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
に

戦
前
か
ら
強
制
徴
用
が
始
ま
り
、
戦
時

中
に
は
福
岡
県
だ
け
で
17
万
人
余
り
の

朝
鮮
人
が
働
い
て
い
た
。
小
学
校
高
学

年
の
少
年
も
含
ま
れ
、
炭
坑
の
過
酷
な

労
働
で
命
を
落
と
す
者
も
多
か
っ
た
。

慰
霊
碑
は
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
が
中

心
と
な
り
、
１
９
８
８
年
４
月
に
建
立

さ
れ
た
。
犠
牲
者
の
名
前
は
刻
ま
れ
て

お
ら
ず
、
名
前
ど
こ
ろ
か
亡
く
な
っ
た

人
数
も
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。

　
碑
文
に
は
「
こ
の
先
い
か
に
歳
月
を

重
ね
よ
う
と
も
、
こ
の
凄
惨
な
事
実
が

埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
過
去
に

こ
の
地
で
何
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
ん
な

人
が
働
き
、
故
郷
に
帰
れ
ず
に
亡
く
な

の
危
険
が
高
い
採
掘
な
ど
、
日
本
人
よ

り
も
危
険
な
作
業
に
従
事
し
、
番
号
が

縫
い
付
け
ら
れ
た
服
を
着
せ
ら
れ
、
地

域
で
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
監
視
す
る
態

勢
も
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
彼
ら
は
炭
鉱
に
向
か
う
道
を
、
朝
鮮

半
島
の
代
表
的
な
民
謡
に
ち
な
ん
で

「
ア
リ
ラ
ン
峠
」
と
呼
ん
だ
。
今
回
の

案
内
役
だ
っ
た
西
嶋
真
司
さ
ん
が
制
作

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
抗
い

記
録
作
家　

林
え
い
だ
い
』
の
中
で
、

林
さ
ん
は
「
筑
豊
に
は
地
図
に
な
い
ア

リ
ラ
ン
峠
が
28
か
所
あ
っ
た
」
と
証
言

す
る
。
西
嶋
さ
ん
は
、
か
つ
て
朝
鮮
人

っ
た
の
か
。
鉱
業
所
跡
地
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
何
も
書
か
れ
て

い
な
い
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
韓
国
人
学

生
の
一
人
で
、
今
春
か
ら
聖
公
会
大
学

校
大
学
院
で
日
韓
関
係
を
学
ぶ
予
定
の

朴パ
ク

承ス
ン

鎬ホ

さ
ん
（
25
歳
）
は
、
将
来
の
日

韓
関
係
に
つ
い
て
「
過
去
に
起
き
た
こ

と
を
共
有
で
き
な
け
れ
ば
、
表
面
的
に

仲
良
く
し
た
と
し
て
も
、
関
係
は
す
ぐ

に
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と

話
す
。
若
い
世
代
で
朝
鮮
人
の
徴
用
な

ど
の
歴
史
に
関
心
を
持
つ
人
が
少
な
い

こ
と
に
、
危
惧
を
感
じ
る
と
い
う
。

　
私
は
福
岡
で
生
ま
れ
育
っ
て
福
岡
の

大
学
に
通
い
、
石
炭
・
歴
史
博
物
館
も

訪
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
の
慰
霊
碑

の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
日
本
の

近
代
化
を
下
支
え
し
た
炭
坑
が
多
く
の

朝
鮮
人
労
働
者
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立

っ
て
き
た
こ
と
に
、
ま
っ
た
く
目
を
向

け
て
い
な
か
っ
た
自
分
を
恥
ず
か
し
く

思
う
。
二
度
と
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
埋
も
れ
か
け
た
事
実
を
掘
り

起
こ
し
、
記
録
し
続
け
る
こ
と
は
若
い

世
代
の
責
務
だ
。
そ
の
積
み
重
ね
が
あ

っ
て
初
め
て
、
良
好
な
日
韓
関
係
が
築

け
る
の
で
は
な
い
か
。

聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
山
本
さ
ん
は
、
炭

鉱
遺
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
朝

鮮
半
島
か
ら
訪
れ
る
墓
参
団
の
受
け
入

れ
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
朝
鮮
人
労
働

者
の
歴
史
を
刻
む
石
碑
を
建
て
る
計
画

も
あ
る
が
、
強
制
労
働
な
ど
の
「
負
の

歴
史
」
が
表
に
出
る
こ
と
を
嫌
う
政
治

家
の
反
対
や
日
韓
関
係
の
悪
化
で
暗
礁

に
乗
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
。

労
働
者
た
ち
が
住
ん
で
い
た
バ
ラ
ッ
ク

小
屋
跡
と
、
ア
リ
ラ
ン
峠
の
一
つ
を
案

内
し
て
く
れ
た
。あ
い
に
く
の
雨
の
中
、

竹
や
ぶ
を
か
き
分
け
て
ぬ
か
る
ん
だ
道

を
進
む
の
に
は
苦
労
し
た
が
、
朝
鮮
人

労
働
者
た
ち
の
望
郷
の
思
い
を
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
日
向
墓
地
に
眠
る
朝
鮮
人
は
、
墓
標

が
わ
ず
か
に
散
在
す
る
だ
け
で
名
前
や

戸
籍
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
。

朝
鮮
半
島
か
ら
訪
れ
た
墓
参
団
が
残
し

て
い
っ
た
統
一
旗
だ
け
が
、
そ
の
歴
史

を
何
と
か
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
感

じ
た
。

　
墓
地
を
案
内
し
て
く
れ
た
イ
ベ
ン
ト

会
社
「
共
同
ポ
ケ
ッ
ト
」
代
表
の
山
本

剛
司
さ
ん
（
38
歳
）
の
祖
父
は
炭
鉱
で

働
い
て
い
た
。
朝
鮮
人
労
働
者
の
話
を

　

歴
史
に
は
輝
か
し
い
発
展
も
あ
れ

ば
、
悲
し
い
過
去
も
あ
る
は
ず
だ
。
歴

史
を
偽
っ
て
過
去
の
栄
光
だ
け
を
語
り

継
ぐ
の
で
は
な
く
、
現
実
を
直
視
す
る

こ
と
こ
そ
が
、
未
来
の
た
め
に
必
要
な

姿
勢
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
代
に
翻

弄
さ
れ
た
朝
鮮
人
労
働
者
に
、
今
も
安

ら
か
な
眠
り
は
訪
れ
て
い
な
い
。
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権
大
鈺
・
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校

（
原
文
は
韓
国
語
。
翻
訳
／
文
聖
姫
・

編
集
部
）

中
野
一
希
・
早
稲
田
大
学

人生の空白を埋める
水俣病のドキュメンタリー村上雅通さん

四

学生らの前で話をしてく
れた水俣病患者の永本
賢二さん（左）と松永幸
一郎さん。

講演する熊本日日新聞社論
説顧問の高峰武さん。

安
西
李
姫
・
上
智
大
学

熊日で水俣病取材に
取り組む

人生の空白を埋める
水俣病のドキュメンタリー

患者と交流、
傍観者ではいられない水俣病

高峰武氏講演

相
澤
一
朗
・
東
洋
大
学

「
書

「
チ
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ッ
ソ
だ
け
が
悪
い
わ
け
で
は

な
い
」

　
胎
児
性
水
俣
病
患
者
の
口
か
ら
、
加

害
企
業
の
チ
ッ
ソ
（
旧
新
日
本
窒
素
肥

料
、
現
在
の
Ｊ
Ｎ
Ｃ
）
を
か
ば
う
よ
う

な
言
葉
が
出
た
こ
と
に
驚
い
た
。
チ
ッ

ソ
は
今
も
熊
本
県
水
俣
市
の
中
心
部
で

存
在
感
を
示
し
、
市
民
の
生
活
と
も
密

接
な
関
係
が
あ
る
。
水
俣
病
の
被
害
拡

大
の
背
景
に
は
、
企
業
城
下
町
と
し
て

栄
え
た
地
域
の
事
情
と
、
経
済
優
先
だ

っ
た
高
度
経
済
成
長
期
の
ひ
ず
み
が
浮

か
び
上
が
る
。

　
水
俣
病
が
公
式
に
確
認
さ
れ
た
の
は

１
９
５
６
年
。
そ
の
３
年
後
に
は
、
工

い
て
守
れ
。
書
か
な
い
で
守

れ
る
人
権
は
な
い
」

　
地
元
の
熊
本
日
日
新
聞
（
熊
日
）
の

社
会
部
記
者
と
し
て
、
水
俣
病
な
ど
の

取
材
に
取
り
組
ん
で
き
た
高
峰
武
さ
ん

（
67
歳
）
の
言
葉
だ
。
水
俣
病
資
料
館

で
２
月
１
日
に
開
か
れ
た
講
演
で
、
水

俣
病
と
報
道
を
巡
る
話
を
聞
い
た
。

　

初
め
て
水
俣
病
に
関
す
る
情
報
が

『
熊
日
』
に
登
場
し
た
の
は
１
９
５
４

年
８
月
１
日
。「
猫
て
ん
か
ん
で
全
滅
」

と
い
う
見
出
し
の
小
さ
な
社
会
面
記
事

だ
っ
た
。
ネ
ズ
ミ
が
増
え
た
こ
と
へ
の

陳
情
を
取
り
上
げ
た
記
事
だ
が
、「
百
余

匹
い
た
猫
が
ほ
と
ん
ど
全
滅
」「
各
方
面

か
ら
猫
を
貰
つ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
た

気
が
狂
つ
た
よ
う
に
キ
リ
キ
リ
舞
し
て

場
廃
水
に
含
ま
れ
て
い
た
メ
チ
ル
水
銀

が
魚
介
類
を
介
し
、
人
間
の
体
内
に
蓄

積
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
判
明
し

た
。
し
か
し
、
国
も
熊
本
県
も
す
ぐ
に

廃
水
を
止
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
経

済
的
な
依
存
が
あ
り
、
市
民
の
「
チ
ッ

ソ
を
守
り
た
い
」
と
い
う
思
い
も
、
適

切
な
対
策
を
阻
ん
だ
。

　
胎
児
性
患
者
の
永
本
賢
二
さ
ん
（
60

歳
）
は
、
チ
ッ
ソ
で
働
い
て
い
た
父
を

持
つ
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
チ

ッ
ソ
は
憧
れ
の
存
在
だ
っ
た
と
い
う
。

永
本
さ
ん
の
小
学
校
の
校
歌
に
は
「
華

咲
く
煙
」「
明
け
暮
れ
渡
る
ベ
ル
ト
の
響

き
」
な
ど
と
、
誇
ら
し
げ
に
表
現
し
た

死
ん
で
し
ま
う
」
な
ど
と
、
奇
妙
な
様

子
を
明
確
に
記
述
し
て
い
る
。「
説
明
が

つ
か
な
い
出
来
事
を
見
逃
さ
ず
、
あ
り

の
ま
ま
の
様
子
を
伝
え
た
意
味
は
大
き

い
」
と
、
高
峰
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
水
俣
病
の
原
因
究
明
の
動
き
を
追
う

報
道
は
続
く
。
や
が
て
有
機
水
銀
が
原

因
だ
と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
廃
水
を
出
し
て
い
た
原
因
企

業
の
「
チ
ッ
ソ
」
に
目
が
向
け
ら
れ
る

が
、『
熊
日
』
は
「
水
俣
工
場 

廃
水
停

止
は
困
る　
市
民
の
生
活
に
響
く
」
と

報
じ
た
。
漁
民
ら
は
廃
水
停
止
を
求
め

て
い
た
が
、
大
多
数
の
地
元
住
民
に
と

っ
て
、
チ
ッ
ソ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
だ
っ
た
。
住
民
の
健
康
と
経
済
的

な
利
益
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
の
か
。

歌
詞
が
あ
る
ほ
ど
だ
。

「
国
に
は
廃
水
を
止
め
な
か
っ
た
責
任

が
あ
る
」。
現
在
は
車
い
す
で
生
活
し

て
い
る
患
者
の
松
永
幸
一
郎
さ
ん
（
56

歳
）
は
強
調
し
た
。
原
因
判
明
時
に
廃

水
を
止
め
て
い
れ
ば
、
１
９
６
３
年
生

ま
れ
の
松
永
さ
ん
が
水
俣
病
に
侵
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。　
　

　
永
本
さ
ん
と
松
永
さ
ん
は
「
水
俣
病

か
ら
宝
物
を
伝
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
歴
史
や
教
訓
を
語

り
継
い
で
い
る
。

「
水
俣
病
を
引
き
起
こ
し
た
社
会
の
延

長
線
上
で
生
き
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、

私
た
ち
も
当
事
者
で
す
」。
今
回
の
宿

今
で
は
答
え
は
明
ら
か
だ
が
、
経
済
最

優
先
の
時
代
に
は
難
し
い
判
断
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
高
峰
さ
ん
が
「
水

俣
病
の
問
題
は
多
面
体
」
と
語
る
理
由

の
一
つ
だ
。

　

チ
ッ
ソ
の
正
門
近
く
に
は
昨
年
３

月
、「
メ
チ
ル
水
銀
中
毒
症
」
へ
の
病
名

変
更
を
求
め
る
看
板
が
設
置
さ
れ
た
。

水
俣
病
と
い
う
名
称
が
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
繋
が
る
と
し
て
、
医
学
的

泊
先
だ
っ
た
「
水
俣
病
セ
ン
タ
ー
相
思

社
」の
永
野
三
智
さ
ん（
36
歳
）の
言
葉

だ
。
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
歴
史
と
し

て
の
「
水
俣
病
」
し
か
知
ら
な
か
っ
た

が
、
水
俣
の
人
々
と
交
流
す
る
う
ち
に

傍
観
者
で
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
今

こ
そ
水
俣
病
の
教
訓
を
学
び
、
そ
の
過

ち
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い

と
実
感
し
て
い
る
。

な
原
因
物
質
を
指
す
名
称
に
変
え
よ
う

と
の
意
見
も
根
強
い
。
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
た
埋
め
立
て
地
の
海
岸
の
下
に

は
、
水
銀
に
汚
染
さ
れ
た
土
壌
が
今
も

残
る
。
水
俣
病
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な

い
と
感
じ
た
。

　
生
後
ま
も
な
く
水
俣
に
移
り
住
ん
だ

作
家
の
石
牟
礼
道
子
さ
ん
も
、著
作『
苦

海
浄
土
』
な
ど
で
水
俣
病
患
者
の
声
を

伝
え
た
一
人
だ
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
石
牟
礼
さ
ん
の
生
前
の
資
料
が

残
さ
れ
た
熊
本
市
内
の
真
宗
寺
を
訪
れ

た
。
資
料
の
展
示
を
目
指
し
て
今
も
整

理
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。
水
俣
病
の

教
訓
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
一
つ

の
形
だ
ろ
う
。

大
公
害
病
と
し
て
の「
水
俣
病
」

と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
て

も
、
地
元
住
民
の
感
情
や
企
業
と
の
複

雑
な
関
係
な
ど
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
の
実
態
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
迫
ろ
う
と
、
水
俣
病
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
を
計
13
本
も
制
作
し
た

人
が
い
る
。
熊
本
放
送
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
だ
っ
た
地
元
出
身
の
村
上
雅
通
さ
ん

（
66
歳
）だ
。「
市
民
た
ち
の
水
俣
病
」「
記

者
た
ち
の
水
俣
病
」「
水
俣
病　
空
白
の

病
像
」
…
…
。
番
組
の
タ
イ
ト
ル
か
ら

も
、
水
俣
病
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
垣

間
見
え
る
。

「
人
生
の
空
白
を
埋
め
る
13
本
な
ん
で

す
よ
」。
村
上
さ
ん
は
自
嘲
気
味
に
答

え
た
。
一
連
の
番
組
を
つ
く
り
始
め
た

の
は
、
政
府
が
未
認
定
患
者
の
救
済
策

を
決
め
た
１
９
９
５
年
。
父
親
が
加
害

企
業
チ
ッ
ソ
の
下
請
け
で
働
き
、
当
初

は
患
者
へ
の
偏
見
や
後
ろ
め
た
さ
を
拭

い
切
れ
な
か
っ
た
村
上
さ
ん
は
、
78
年

に
入
社
し
て
以
降
、
水
俣
病
関
連
の
取

材
を
避
け
て
き
た
。

　
水
俣
病
に
向
き
合
う
覚
悟
を
決
め
た

の
は
、
患
者
の
杉
本
栄
子
さ
ん
（
２
０

０
８
年
没
）
と
の
出
会
い
だ
。
漁
師
町

だ
っ
た
水
俣
市
茂も

道ど
う

で
生
ま
れ
た
杉
本

さ
ん
は
、
母
親
の
発
症
で
村
八
分
に
遭

う
な
ど
過
酷
な
差
別
に
直
面
し
て
き
た

が
、
周
囲
の
悪
口
を
言
わ
ず
、
取
材
を

避
け
て
き
た
こ
と
を
わ
び
る
村
上
さ
ん

に
も
「
苦
労
し
な
は
っ
た
で
す
な
」
と

声
を
掛
け
て
く
れ
た
と
い
う
。

  

自
ら
の
偏
見
や
後
ろ
め
た
さ
と
真
剣

に
向
き
合
い
、
人
生
の
「
空
白
」
を
埋

め
て
き
た
村
上
さ
ん
の
姿
勢
に
は
学
ぶ

こ
と
が
多
い
。今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

日
韓
関
係
や
政
治
事
情
を
韓
国
人
学
生

と
語
り
合
い
、
同
世
代
で
未
来
を
模
索

で
き
た
経
験
は
大
き
な
財
産
と
な
っ

た
。
日
本
人
の
嫌
韓
感
情
は
近
年
強
ま

っ
て
い
る
が
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は

日
本
が
統
治
時
代
に
加
害
者
側
だ
っ
た

と
い
う
事
実
だ
。
日
本
は
韓
国
と
ど
こ

ま
で
真
剣
に
向
き
合
い
、
過
去
の
「
空

白
」
を
埋
め
る
努
力
を
し
て
き
た
だ
ろ

う
か
。
国
の
立
場
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
一

人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
し
っ
か
り
振
り

返
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
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日本人学生らの学ぶ姿に
小さな希望を見る

チッソの正門前で説明する村上雅通さん（中央）。

韓国人徴用犠牲者慰霊碑を見
つめる筆者。（撮影／猪股修平）

権
大
鈺
・
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校

（
原
文
は
韓
国
語
。
翻
訳
／
文
聖
姫
・

編
集
部
）

中
野
一
希
・
早
稲
田
大
学

人生の空白を埋める
水俣病のドキュメンタリー村上雅通さん

四

学生らの前で話をしてく
れた水俣病患者の永本
賢二さん（左）と松永幸
一郎さん。

講演する熊本日日新聞社論
説顧問の高峰武さん。

安
西
李
姫
・
上
智
大
学

熊日で水俣病取材に
取り組む

人生の空白を埋める
水俣病のドキュメンタリー

患者と交流、
傍観者ではいられない水俣病

高峰武氏講演

相
澤
一
朗
・
東
洋
大
学

「
書

「
チ
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い
て
守
れ
。
書
か
な
い
で
守

れ
る
人
権
は
な
い
」

　
地
元
の
熊
本
日
日
新
聞
（
熊
日
）
の

社
会
部
記
者
と
し
て
、
水
俣
病
な
ど
の

取
材
に
取
り
組
ん
で
き
た
高
峰
武
さ
ん

（
67
歳
）
の
言
葉
だ
。
水
俣
病
資
料
館

で
２
月
１
日
に
開
か
れ
た
講
演
で
、
水

俣
病
と
報
道
を
巡
る
話
を
聞
い
た
。

　

初
め
て
水
俣
病
に
関
す
る
情
報
が

『
熊
日
』
に
登
場
し
た
の
は
１
９
５
４

年
８
月
１
日
。「
猫
て
ん
か
ん
で
全
滅
」

と
い
う
見
出
し
の
小
さ
な
社
会
面
記
事

だ
っ
た
。
ネ
ズ
ミ
が
増
え
た
こ
と
へ
の

陳
情
を
取
り
上
げ
た
記
事
だ
が
、「
百
余

匹
い
た
猫
が
ほ
と
ん
ど
全
滅
」「
各
方
面

か
ら
猫
を
貰
つ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
た

気
が
狂
つ
た
よ
う
に
キ
リ
キ
リ
舞
し
て

死
ん
で
し
ま
う
」
な
ど
と
、
奇
妙
な
様

子
を
明
確
に
記
述
し
て
い
る
。「
説
明
が

つ
か
な
い
出
来
事
を
見
逃
さ
ず
、
あ
り

の
ま
ま
の
様
子
を
伝
え
た
意
味
は
大
き

い
」
と
、
高
峰
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
水
俣
病
の
原
因
究
明
の
動
き
を
追
う

報
道
は
続
く
。
や
が
て
有
機
水
銀
が
原

因
だ
と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
廃
水
を
出
し
て
い
た
原
因
企

業
の
「
チ
ッ
ソ
」
に
目
が
向
け
ら
れ
る

が
、『
熊
日
』
は
「
水
俣
工
場 

廃
水
停

止
は
困
る　
市
民
の
生
活
に
響
く
」
と

報
じ
た
。
漁
民
ら
は
廃
水
停
止
を
求
め

て
い
た
が
、
大
多
数
の
地
元
住
民
に
と

っ
て
、
チ
ッ
ソ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
だ
っ
た
。
住
民
の
健
康
と
経
済
的

な
利
益
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
の
か
。

「
彼
女
の
苦
悩
に
比
べ
た
ら
、
自
分
の

苦
労
な
ど
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
と
、

人
間
と
し
て
恥
ず
か
し
か
っ
た
」。
そ

の
思
い
が
番
組
制
作
に
の
め
り
込
む
原

動
力
と
な
っ
た
。

大
公
害
病
と
し
て
の「
水
俣
病
」

と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
て

も
、
地
元
住
民
の
感
情
や
企
業
と
の
複

雑
な
関
係
な
ど
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
の
実
態
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
迫
ろ
う
と
、
水
俣
病
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
を
計
13
本
も
制
作
し
た

人
が
い
る
。
熊
本
放
送
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
だ
っ
た
地
元
出
身
の
村
上
雅
通
さ
ん

（
66
歳
）だ
。「
市
民
た
ち
の
水
俣
病
」「
記

者
た
ち
の
水
俣
病
」「
水
俣
病　
空
白
の

病
像
」
…
…
。
番
組
の
タ
イ
ト
ル
か
ら

も
、
水
俣
病
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
垣

間
見
え
る
。

「
人
生
の
空
白
を
埋
め
る
13
本
な
ん
で

す
よ
」。
村
上
さ
ん
は
自
嘲
気
味
に
答

え
た
。
一
連
の
番
組
を
つ
く
り
始
め
た

の
は
、
政
府
が
未
認
定
患
者
の
救
済
策

を
決
め
た
１
９
９
５
年
。
父
親
が
加
害

企
業
チ
ッ
ソ
の
下
請
け
で
働
き
、
当
初

は
患
者
へ
の
偏
見
や
後
ろ
め
た
さ
を
拭

い
切
れ
な
か
っ
た
村
上
さ
ん
は
、
78
年

に
入
社
し
て
以
降
、
水
俣
病
関
連
の
取

材
を
避
け
て
き
た
。

　
水
俣
病
に
向
き
合
う
覚
悟
を
決
め
た

の
は
、
患
者
の
杉
本
栄
子
さ
ん
（
２
０

０
８
年
没
）
と
の
出
会
い
だ
。
漁
師
町

だ
っ
た
水
俣
市
茂も

道ど
う

で
生
ま
れ
た
杉
本

さ
ん
は
、
母
親
の
発
症
で
村
八
分
に
遭

う
な
ど
過
酷
な
差
別
に
直
面
し
て
き
た

が
、
周
囲
の
悪
口
を
言
わ
ず
、
取
材
を

避
け
て
き
た
こ
と
を
わ
び
る
村
上
さ
ん

に
も
「
苦
労
し
な
は
っ
た
で
す
な
」
と

声
を
掛
け
て
く
れ
た
と
い
う
。

  

自
ら
の
偏
見
や
後
ろ
め
た
さ
と
真
剣

に
向
き
合
い
、
人
生
の
「
空
白
」
を
埋

め
て
き
た
村
上
さ
ん
の
姿
勢
に
は
学
ぶ

こ
と
が
多
い
。今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

日
韓
関
係
や
政
治
事
情
を
韓
国
人
学
生

と
語
り
合
い
、
同
世
代
で
未
来
を
模
索

で
き
た
経
験
は
大
き
な
財
産
と
な
っ

た
。
日
本
人
の
嫌
韓
感
情
は
近
年
強
ま

っ
て
い
る
が
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は

日
本
が
統
治
時
代
に
加
害
者
側
だ
っ
た

と
い
う
事
実
だ
。
日
本
は
韓
国
と
ど
こ

ま
で
真
剣
に
向
き
合
い
、
過
去
の
「
空

白
」
を
埋
め
る
努
力
を
し
て
き
た
だ
ろ

う
か
。
国
の
立
場
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
一

人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
し
っ
か
り
振
り

返
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
　
九
州
に
向
か
う
足
取
り
は
重
か

っ
た
。「
徴
用
工
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
」
と
い
う
日
韓
学
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
テ
ー
マ
も
そ
う
だ
が
、
陸

軍
入
隊
を
１
週
間
後
に
控
え
た
私

の
心
は
軽
く
は
な
か
っ
た
。だ
が
、

徴
用
工
問
題
は
韓
国
と
日
本
が
と

も
に
考
え
る
べ
き
歴
史
問
題
だ
か

ら
、
記
者
に
な
り
た
い
私
に
と
っ

て
現
場
調
査
は
欠
か
せ
な
か
っ

た
。
日
本
人
の
記
者
や
学
生
ら
が

植
民
地
支
配
の
加
害
の
歴
史
に
つ

い
て
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
も
気

に
な
っ
た
。

　

初
日
は
自
己
紹
介
と
交
流
会
。

２
日
目
か
ら
本
格
的
な
日
程
が
始

ま
っ
た
。
炭
鉱
の
下
に
朝
鮮
半
島

対
照
的
な
麻
生
氏
の
広
大
な
邸

宅
。
植
民
地
支
配
の
遺
産
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
か
つ
て
ア
リ
ラ
ン
峠

と
呼
ば
れ
た
峠
道
に
向
か
う
。
徴

用
工
た
ち
が
つ
れ
て
こ
ら
れ
た
現

場
だ
と
い
う
表
示
板
す
ら
な
い
、

寂
し
い
丘
だ
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
て

い
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
た
林
え

い
だ
い
、
上
野
英
信
ら
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
た
ち
を
思
い
、
記
者
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
た
。
こ
の
場

所
を
熱
心
に
取
材
す
る
日
本
の
記

者
や
友
人
た
ち
を
見
て
、
強
制
徴

用
の
歴
史
は
韓
国
と
日
本
が
と
も

に
調
査
す
べ
き
こ
と
で
、
そ
う
し

た
取
材
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
だ

出
身
の
徴
用
工
ら
が
い
た
と
す
れ

ば
、
炭
鉱
の
上
に
は
労
働
者
を
酷

使
す
る
特
権
階
級
の
人
々
が
い

た
。
麻
生
太
郎
副
総
理
の
曽
祖
父

で
あ
る
麻
生
太
吉
は
、
朝
鮮
人
の

強
制
労
働
を
利
用
し
た
炭
鉱
経
営

で
大
金
を
儲
け
た
。
九
州
地
域
に

お
け
る
麻
生
家
の
影
響
力
は
今
も

大
き
い
。
さ
び
れ
た
炭
鉱
跡
と
は

と
考
え
た
。

　

次
に
行
っ
た
の
は
田
川
市
だ
。

今
で
は
小
さ
な
都
市
だ
が
、
炭
鉱

の
あ
っ
た
町
で
多
く
の
在
日
朝
鮮

人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
三
井
田
川

鉱
業
所
跡
地
の
高
台
に
慰
霊
碑
が

あ
っ
た
。
ハ
ン
グ
ル
と
漢
字
の
混

じ
っ
た
慰
霊
碑
を
在
日
朝
鮮
人
、

韓
国
の
学
生
ら
と
と
も
に
読
み
な

が
ら
涙
を
こ
ら
え
た
。
歴
史
の
中

に
置
き
忘
れ
ら
れ
た
犠
牲
者
ら
の

声
は
、
今
も
日
本
社
会
に
反
省
と

解
決
を
求
め
て
い
る
。

　
最
後
の
目
的
地
は
朝
鮮
人
無
縁

墓
地
だ
っ
た
。
日
本
人
や
犬
の
墓

の
後
ろ
に
小
さ
な
石
が
置
か
れ
た

だ
け
の
墓
。
そ
の
石
と
、
墓
参
団

が
お
い
て
い
っ
た
旗
だ
け
が
、
朝

鮮
人
の
遺
骨
が
眠
る
場
所
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
犬
の
墓
に

も
劣
る
扱
い
に
と
ま
ど
っ
た
。
目

を
し
っ
か
り
つ
む
り
黙
祷
し
た
。

昔
の
朝
鮮
人
は
生
ま
れ
た
場
所
に

亡な
き

骸が
ら

を
埋
め
た
が
っ
た
。
親
族
の

墓
が
１
カ
所
に
集
ま
っ
て
い
る
の

は
そ
の
た
め
だ
。

　
名
前
を
失
い
、
死
ん
で
故
郷
に

帰
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
人

々
を
思
っ
た
。
日
本
人
学
生
ら
が

真
摯
に
学
ぶ
姿
と
追
悼
す
る
姿
に

小
さ
な
希
望
を
見
た
。


